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(ラ ッ ト気 管 支 肺 胞 移 行 部 に お け る 基 底 膜 の
ⅠⅤ型コラーゲンa銀)
論 文 審 査 委 貞 教授 佐 々木 順 教授 谷本 光音 准教授 大野 貴司
学 位 論 文 内 容 の 要 旨
ラット肺の気管支か ら肺胞までの上皮下基底膜 ⅠⅤ型 コラーゲンα錦分布を､各
α鎖特異的モノクローナル抗体を用いた免疫蛍光顕微鏡法で解析 した.気管支
および細気管支の上皮下基底膜には【cLl(IV)】2CL2(IV)と[cL5(IV)]2u6(ⅠⅤ)､肺胞の上
皮下基底膜 には【α1(IV)]2CL2(ⅠⅤ)とC13(IV)u4(IV)u5(IV)が存在 したOそ して､その
両者の移行部 には､u3(IV)u4(ⅠⅤ)u5(IV)や【cL5(IV)]2u6(IV)がな く[ql(ⅠⅤ)]2q2(IV)
のみか ら成 る基底膜が存在 し､その領域の直上にはbronchioalveolarstemcels
(BASCs)が存在 した｡このことからBASCsは【cLl(IV)]2C12(ⅠⅤ)のみ産生すること




論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究は､ラット肺の気管支から肺胞までの上皮下基底膜IV型コラーゲンα鎖の分布を､
各α鏡特異的モノクロナール抗体を用いた免疫蛍光顕微鏡法により解析したものである｡
気管支および細気管支の上皮下基底膜には[α1(fV)]:α2(rV)と[α5(IV)】:α6(fV)､
肺胞の上皮下基底膜には [α1(IV)]!α2(～)とαS(～)α4(IV)α5(lV)が存在した｡そし
て､その両者の移行部には､α3(lV)α4(JV)α5(JV)や[α5(IV)]:α6(〟)がなく[α1(JV)]
2α2(JV)のみからなる基底展が存在し､その領域の直上にはbronchioalveolarstem
ceIIs(BASCs)が存在した｡BASCsは気管支のクララ細胞とlt型肺胞上皮紳胞の共通の前駆
細胞で､肺傷害などの刺激を受けることにより分化すると言われており､ [α1(IV･)]2α
2(lV)のみ産生していたBASCsがα3(JV)α4(IV)α5(lV)および[α5(N)]!α6(IV)の産生
能を獲得することにより､BASCstの分化が進むことが示唆された｡
これらの研究は､気管支から肺胞のIV型コラーゲンの役割を明らかにし､BASCsの分化
に関して重要な知見を得たものとして､価値ある業績であると認める｡
よって､本研究者は博士(医学)の学位を得る資格があると認める｡
